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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,708 1.1 △206 ― △238 ― △274 ―
22年3月期第2四半期 5,643 △26.8 195 626.1 173 ― 74 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △45.74 ―
22年3月期第2四半期 12.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 10,315 3,602 34.9 599.68
22年3月期 10,786 4,007 37.1 667.15

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,602百万円 22年3月期  4,007百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
22年３月期期末配当金の内訳 普通配当15円00銭 記念配当3円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,200 △6.5 330 △46.7 260 △52.7 130 △56.9 21.64

admi
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P. 4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 6,050,000株 22年3月期  6,050,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  43,184株 22年3月期  42,705株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 6,007,169株 22年3月期2Q 6,007,693株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日までの３ヶ月）においては、国内経済は緊急

経済対策の効果などにより、景気回復の兆しも一部では見られますが、世界経済の減速懸念や円高の進行および依然

として厳しい雇用環境などにより、景気の先行きに対する不透明感が拡大する状況で推移しております。 

 当社グループの当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日までの３ヶ月）としまして

は、売上高は28億９千６百万円(前年同期比２億４千４百万円 7.7％減）、営業損失８千８百万円(前年同期は営業利

益１億８千４百万円）、経常損失１億８百万円（前年同期は経常利益１億９千３百万円）、四半期純損失１億７百万

円(前年同期は四半期純利益１億１千万円）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日までの６ヶ月）としましては、売上高57億８

百万円(前年同期比６千５百万円 1.1％増）、営業損失２億６百万円(前年同期は営業利益１億９千５百万円）、経常

損失２億３千８百万円(前年同期は経常利益１億７千３百万円）、四半期純損失２億７千４百万円(前年同期は四半期

純利益７千４百万円）となりました。 

 当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日までの３ヶ月）における、セグメントごとの

業績は次のとおりであります。なお、セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。  

①海運事業 

 海運事業につきましては、７月以降燃油価格は緩やかに上昇傾向が続いております。さらに第１四半期以降インド

洋海域においてはソマリア沖の海賊の行動範囲がますます広がりを見せております。また特に大西洋及びインド洋で

は延縄漁の端境期にあたり、各国の漁船が休漁或いは船体整備のために入港し、多くの漁船が10月初旬に準備を整え

出港し操業開始しました。したがいまして当第２四半期連結会計期間については仲積み船による運搬量が大幅減少と

なりました。一方畜養まぐろ加工船の本格稼動は従来第３・第４四半期に集中する傾向があったため、当第２四半期

連結会計期間においては、季節的要因を極力改める事により、今まで以上のきめ細かな集荷に努めましたが、運賃収

入は大幅に落ち込みました。その結果売上高11億４千１百万円、セグメント損失４千５百万円となりました。  

②貿易事業 

 貿易事業につきましては、国内における輸出商材である魚の不漁、および円高の影響を受けて冷凍魚の輸出が伸び

悩みました。しかし、機械・資材などの販売が、台湾での新造巻網船向けに順調に推移いたしました。また円高の効

果により、国内の遠洋延縄鮪漁船向け餌販売、国内向けの輸入キハダマグロ販売、およびタコの委託輸入販売が順調

に推移いたしました。水産加工食品関連販売は、値下げ圧力が強まる市場環境において、販売事業を積極的に推し進

め、収益を確保することができました。しかし、蓄養加工関連事業において、関連商材の販売時期が下半期にずれ込

み、また予定していた蓄養まぐろ用餌料販売は円高の影響を受け不調に終わりました。この結果として、売上高５億

９千万円、セグメント利益２千万円となりました。  

③洋上給油事業 

 洋上給油事業につきましては、当第２四半期連結会計期間における漁船の休漁・整備入港に対処するため、効率的

な集荷・供給および補給海域を拡大して対応し、前年に比べ燃油(Ａ重油)価格の販売単価も上昇し売上高は増加しま

したが利益率が低下し、売上高10億５千２百万円、セグメント利益９百万円となりました。 

④船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業につきましては、傭船料収入がUS$建てのため、円高の影響を大きく受け、売上高１億１千万円、セ

グメント損失５百万円となりました。 

⑤不動産事業 

 不動産事業につきましては、賃貸人の退去により売上高１百万円、セグメント利益０百万円となりました。 

                                            

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債および純資産の状況  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ４億７千万円減少し、103億１千５百万円となり

ました。このうち流動資産は前連結会計年度末に比べ３億８千９百万円減少し58億６千５百万円となりました。これ

は、受取手形・海運業未収金及び売掛金６億１百万円などの減少があったことによるものです。固定資産は前連結会

計年度末に比べ８千１百万円減少し44億５千万円となりました。これは新船建造による建設仮勘定１億７千８百万円

などの増加があったものの、船舶で減価償却２億２千９百万円などがあったことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ６千４百万円減少し、67億１千３百万円となりました。これは、流動負債で短期

借入金４億１千８百万円などの増加があったものの、未払法人税等２億９百万円、固定負債で長期借入金１億６千１

百万円などの減少があったことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ４億５百万円減少し、36億２百万円となりました。これは利益剰余金３億８千

２百万円などの減少があったことによるものです。 

 この結果自己資本比率は、前連結会計年度末より2.2ポイント減少し34.9%になりました。  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、前第２四半期連結会計期間

末に比べて７千１百万円減少し９億２千万円となりました。また第１四半期連結会計期間末に比べ１億７千９百万円

減少いたしました。 

 その内訳は、営業活動による資金では第１四半期連結会計期間末に比べ、２億７千５百万円の支出（前年同四半期

６億２千７百万円の収入）となりました。これは売上債権の減少額１億６千５百万円（前年同四半期は２億５千８百

万円の増加）などがあったものの、その他の減少４億３百万円（前年同四半期は64万円の減少）などの支出があった

ことによるものです。 

 投資活動による資金では第１四半期連結会計期間末に比べ、３億円の支出（前年同四半期１億１千４百万円の支

出）となりました。これは貸付けによる支出３億円（前年同四半期は３億円の支出）などがあったことによるもので

す。 

 財務活動による資金では第１四半期連結会計期間末に比べ、４億１千７百万円の収入（前年同四半期３億５千６百

万円の支出）となりました。これは短期借入金の純増加額６億円（前年同四半期は１億５千万円の減少）があったこ

となどによるものです。 

  



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間および平成23年３月期の連結および個別の業績予想を平成22年11月10日に修正いたしま

した。売上高は、海運事業においてインド洋の海賊活動がより活発になり、漁獲可能海域が制限されたこと、また漁

船の休業などもあり減少しましたが、洋上給油事業において燃油販売単価が上昇したため、ほぼ予想通りに推移しま

した。損益では、海運事業において従来のさしみ用まぐろのほか、新たな魚種の集荷に努め、運搬量は確保できまし

たが、運賃低下および燃料油の値上がりなどによる費用増加となり、大幅な収益悪化となりました。通期につきまし

ては、第３・第４四半期は計画通りに推移すると予想しており、海運事業の収支は大きく改善し、貿易事業、洋上給

油事業も順調と思われますが、当初の目標達成には至らず通期の業績を修正しております。 

  

 （第２四半期（累計）） 

  

 （通期） 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,600 20 △10 △30 △4 99 

今回修正予想（Ｂ） 5,708 △206 △238 △274 △45 74 

増減額（Ｂ－Ａ） 108 △226 △228 △244 －   

増減率（％） 1.9 － － － －   

前中間期実績 5,643 195 173 74 12 40 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 11,200 570 500 230 38 28 

今回修正予想（Ｂ） 11,200 330 260 130 21 64 

増減額（Ｂ－Ａ） － △240 △240 △100 －   

増減率（％） － △42.1 △48.0 △43.4 －   

前期実績 11,983 620 550 302 50 29 



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用   

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号  平成20年３月20日）を適用

し、連結上必要な修正を行っております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。  

②「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これによる損益に与える影響はありません。  

③四半期連結損益計算書における表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目

で表示しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結損益計算書 

（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

海運業収益 2,592,154 2,259,332

海運業費用 2,269,643 2,322,202

海運業利益又は海運業損失（△） 322,510 △62,869

貿易業収益 1,661,033 1,565,717

貿易業費用 1,513,482 1,426,756

貿易業利益 147,551 138,961

洋上給油事業収益 1,387,990 1,881,874

洋上給油事業費用 1,348,004 1,847,157

洋上給油事業利益 39,985 34,717

その他事業収益 1,959 1,549

その他事業費用 432 467

その他事業利益 1,526 1,082

売上総利益 511,573 111,892

販売費及び一般管理費 316,145 318,251

営業利益又は営業損失（△） 195,427 △206,359

営業外収益   

受取利息 74,739 27,455

受取配当金 2,833 2,460

デリバティブ評価益 3,128 15,193

持分法による投資利益 5,846 1,801

その他 5,924 7,184

営業外収益合計 92,471 54,095

営業外費用   

支払利息 71,154 56,835

為替差損 39,739 25,197

その他 3,810 3,960

営業外費用合計 114,703 85,993

経常利益又は経常損失（△） 173,195 △238,257

特別利益   

貸倒引当金戻入額 6,878 13,925

特別利益合計 6,878 13,925

特別損失   

投資有価証券評価損 － 25,782

特別損失合計 － 25,782

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

180,074 △250,114

法人税、住民税及び事業税 94,923 6,174

法人税等調整額 10,599 18,512

法人税等合計 105,523 24,687

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △274,801

四半期純利益又は四半期純損失（△） 74,550 △274,801



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

海運業収益 1,363,249 1,252,485

海運業費用 1,148,274 1,256,768

海運業利益又は海運業損失（△） 214,974 △4,283

貿易業収益 838,563 590,965

貿易業費用 740,271 531,143

貿易業利益 98,292 59,821

洋上給油事業収益 938,239 1,052,314

洋上給油事業費用 909,635 1,039,957

洋上給油事業利益 28,603 12,356

その他事業収益 978 649

その他事業費用 214 248

その他事業利益 764 400

売上総利益 342,635 68,295

販売費及び一般管理費 158,179 156,517

営業利益又は営業損失（△） 184,455 △88,221

営業外収益   

受取利息 63,985 15,136

受取配当金 195 －

デリバティブ評価益 1,379 8,974

持分法による投資利益 － 1,048

その他 1,551 1,111

営業外収益合計 67,111 26,270

営業外費用   

支払利息 34,418 28,466

為替差損 18,303 15,226

持分法による投資損失 3,182 －

その他 2,640 2,873

営業外費用合計 58,544 46,566

経常利益又は経常損失（△） 193,023 △108,517

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 11,320

特別利益合計 － 11,320

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

193,023 △97,197

法人税、住民税及び事業税 93,185 3,966

法人税等調整額 △10,689 5,859

法人税等合計 82,495 9,825

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △107,023

四半期純利益又は四半期純損失（△） 110,527 △107,023



（２）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,032,952 1,243,982

受取手形・海運業未収金及び売掛金 2,103,280 2,704,826

有価証券 17,593 28,756

商品及び製品 337,342 237,983

原材料及び貯蔵品 321,749 296,858

立替金 494,498 614,306

繰延税金資産 4,191 9,686

その他 1,582,758 1,153,216

貸倒引当金 △29,196 △35,178

流動資産合計 5,865,170 6,254,438

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 3,331,336 3,555,283

建物及び構築物（純額） 175,966 180,415

その他（純額） 10,001 7,413

土地 316,107 315,784

建設仮勘定 178,082 －

有形固定資産合計 4,011,494 4,058,897

無形固定資産 4,507 5,014

投資その他の資産   

投資有価証券 103,942 129,144

長期貸付金 75,610 83,918

繰延税金資産 127,185 124,860

その他 132,411 183,335

貸倒引当金 △4,534 △53,391

投資その他の資産合計 434,616 467,866

固定資産合計 4,450,618 4,531,778

資産合計 10,315,789 10,786,216



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

海運業未払金及び買掛金 1,007,716 1,009,301

1年内償還予定の社債 230,000 310,000

短期借入金 1,375,200 957,140

前受収益 36,353 38,592

未払法人税等 7,867 217,368

賞与引当金 15,000 24,333

役員賞与引当金 5,000 28,000

その他 317,343 217,629

流動負債合計 2,994,481 2,802,364

固定負債   

社債 315,000 430,000

長期借入金 2,985,000 3,146,850

退職給付引当金 171,720 162,006

役員退職慰労引当金 137,532 129,458

その他 109,832 107,738

固定負債合計 3,719,084 3,976,053

負債合計 6,713,566 6,778,417

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,000 890,000

資本剰余金 961,593 961,593

利益剰余金 1,837,698 2,220,631

自己株式 △14,719 △14,577

株主資本合計 3,674,572 4,057,647

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,813 15,901

繰延ヘッジ損益 △127,747 △111,352

為替換算調整勘定 46,585 45,603

評価・換算差額等合計 △72,348 △49,848

純資産合計 3,602,223 4,007,799

負債純資産合計 10,315,789 10,786,216



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

180,074 △250,114

減価償却費 285,216 235,848

持分法による投資損益（△は益） △5,846 △1,801

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,529 △54,838

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,424 △9,333

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,000 △23,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 96 9,713

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,252 8,074

受取利息及び受取配当金 △77,573 △29,916

支払利息 71,154 56,835

有価証券評価損益（△は益） △4,721 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,782

デリバティブ評価損益（△は益） △3,128 △15,193

為替差損益（△は益） 44,575 44,368

売上債権の増減額（△は増加） 45,947 653,065

たな卸資産の増減額（△は増加） 252,066 △112,023

前渡金の増減額（△は増加） 329,159 121,273

仕入債務の増減額（△は減少） △35,683 3,215

その他 237,229 △69,164

小計 1,292,864 592,791

利息及び配当金の受取額 25,758 29,285

利息の支払額 △71,712 △59,052

法人税等の支払額 △250,464 △217,931

営業活動によるキャッシュ・フロー 996,446 345,093

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △12,115 △192,739

貸付けによる支出 △300,000 △850,000

貸付金の回収による収入 630,607 570,934

その他 △827 △1,367

投資活動によるキャッシュ・フロー 367,664 △473,171

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △650,000 400,000

長期借入れによる収入 200,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △371,440 △293,790

社債の償還による支出 △215,000 △195,000

配当金の支払額 △89,711 △107,357

その他 △58 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,126,210 △46,289

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37,083 △36,657

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 200,816 △211,025

現金及び現金同等物の期首残高 792,080 1,131,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 992,897 920,966



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分は主たる業務内容によって区分しております。 

２．各事業の主な内容 

(1）海運事業……超低温冷蔵船運航及び超低温冷蔵船傭船業務、蓄養まぐろ加工運搬業務、船舶貸渡業務 

(2）貿易事業……輸出入貿易業務、冷凍まぐろ輸入代行業務、冷凍まぐろ販売業務 

(3）洋上給油事業……漁船向け燃油給油業務 

(4）その他事業……不動産賃貸業務 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
海運事業 
（千円） 

貿易事業 
（千円） 

洋上給油事
業（千円）

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全

社（千円） 
連結 

（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 2,592,154  1,661,033    1,387,990      1,959  5,643,137       －    5,643,137

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      －      －       －       1,680      1,680    (1,680)       －

計  2,592,154  1,661,033    1,387,990       3,639  5,644,817    (1,680)    5,643,137

営業利益    214,087       83,577       34,307       1,883     333,856  (138,428)  195,427

  
海運事業 
（千円） 

貿易事業 
（千円） 

洋上給油事
業（千円）

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全

社（千円） 
連結 

（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
   1,363,249    838,563      938,239      978  3,141,031       －  3,141,031

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      －       －     －     840       840 (840)    －

計    1,363,249    838,563    938,239       1,818  3,141,871 (840)    3,141,031

営業利益    161,447      65,243       26,035  939  253,666  (69,210)      184,455



〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）国又は地域の区分は、国によっております。 

  

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

  （注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域に所在する販売先への売上高であります。 

     ２．国又は地域の区分は、国によっております。 

     ３．その他の地域には、シンガポール共和国、ベトナム社会主義共和国、マルタ共和国、オランダ王国などが 

      含まれております。 

  
日本 

（千円） 
パナマ 

（千円） 
台湾 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高     5,399,426       242,896      814     5,643,137       －    5,643,137

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
      52,142      495,491       5,632       553,266  (553,266)       －

計     5,451,568       738,388      6,446     6,196,403  (553,266)     5,643,137

営業利益又は営業損失(△)       333,192       △2,656      △14,444  316,091    (120,663)     195,427

  
日本 

（千円） 
パナマ 

（千円） 
台湾 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高     3,019,910      120,307       814     3,141,031       －     3,141,031

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
      27,360       256,981       3,472       287,813   (287,813)       －

計    3,047,270       377,288       4,286     3,428,845 (287,813)     3,141,031

営業利益又は営業損失(△)     212,285       36,922       △6,409       242,797 (58,341)       184,455

  台湾 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）       1,034,620      1,196,035      2,230,656

Ⅱ 連結売上高（千円）  5,643,137

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  18.33  21.19  39.52

  台湾 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）       499,306       687,494       1,186,800

Ⅱ 連結売上高（千円）  3,141,031

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  15.89  21.89  37.78



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年７月１日  至平成22年９月30日）   

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは本社に事業・サービス別の部門を置き、各部門は、事業の内容について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、業務部門を基礎として業務・サービス別のセグメントから構成されており、

「海運事業」、「貿易事業」、「洋上給油事業」、「船舶貸渡事業」及び「不動産事業」の５つを報告セグメン

トとしております。 

 「海運事業」は、超低温冷蔵船の運航及び傭船業務、蓄養まぐろ加工運搬業務をしており、「貿易事業」は、

輸出入貿易業務、冷凍まぐろ輸入代行業務、冷凍まぐろ販売業務をしており、「洋上給油事業」は、漁船向け燃

油給油業務をしており、「船舶貸渡事業」は船舶貸渡業務、「不動産事業」は、不動産賃貸業務をしておりま

す。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１. セグメント損失の調整額137,671千円には、セグメント間取引消去1,680千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用135,991千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１. セグメント損失の調整額68,188千円には、セグメント間取引消去840千円、各報告セグメントに 

        配分していない全社費用67,348千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注２） 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  2,032,326  1,565,717  1,881,874 227,006  1,549  5,708,474  －  5,708,474

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 1,680  1,680  (1,680)  －

計  2,032,326  1,565,717  1,881,874 227,006  3,229  5,710,154  (1,680)  5,708,474

セグメント利益     

又は損失（△） 
 △144,805  58,389  29,470  △13,290 1,547  △68,688 (137,671)  △206,359

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注２） 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,141,860  590,965  1,052,314 110,624  649  2,896,414  －  2,896,414

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 840  840  (840)  －

計  1,141,860  590,965  1,052,314 110,624  1,489  2,897,254  (840)  2,896,414

セグメント利益     

又は損失（△） 
 △45,068  20,416  9,642  △5,641 617  △20,033  (68,188)  △88,221



３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号   平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針  第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。    

該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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